















































年 7 月から 64 年 7 月の間で，国連へ資金提供と一国的支援を通じて，コンゴに総額 1 億 7860 万ド


















　その意味で，コンゴの歴史において，60 年 9 月のモブツのクーデターほど大きな出来事はなかっ




































































































り，彼を生命の危険に晒すことを知りながら，この逮捕を黙認した。61 年 1 月，ルムンバはカタ
ンガに移送され，ベルギー人将校によって射殺された。
親米コンゴ政権の樹立































































































相は，63 年 3 月を期限として，国連軍インド部隊の引揚げを表明した。最大時約 2 万人規模の国







































の結果ケネディが公約とした未払い国への第 19 条適用には，国連総会における 3 分の 2 の支持が
集まらない状況が生まれていた。
　63 年 11 月に暗殺されたケネディの後を継いだジョンソンは，この問題にこだわったが，国連の
質的変化という流れに抵抗できなかった。米国は，第 19 条適用の是非を総会で問うならば，米国

































































































































































となった。国連の介入にも関わらず，60 年代，コンゴでは少なくとも 10 万人が犠牲者となり，また
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